
第78号（4） 

　12月15日、16日、17日、18日の本会議では、市政一般に
ついて56人の議員が質問を行いました。その主な質問
と答弁の要旨は次のとおりです。（発言順） 

一  般  質  問 一  般  質  問 

12月15日……4面 

12月17日……6面 

12月16日……5面 

12月18日……7面 

吉
沢
　
章
子 

　
　
　
（
自
民
党
） 

花
輪
　
孝
一 

　
　
　
（
公
明
党
） 

勝
又
　
光
江 

　
　
　
（
共
産
党
） 

松
原
　
成
文 

　
　
　
（
自
民
党
） 

市
川
　
佳
子 

　
　
　
（
民
主
党
） 

西
村
　
晋
一 

　
　
　
（
自
民
党
） 

佐
野
　
仁
昭 

　
　
　
（
共
産
党
） 

河
野
　
忠
正 

　
　
　
（
公
明
党
） 

伊
藤
　
久
史 

　
　
　
（
民
主
党
） 

三
宅
　
隆
介 

　
　
　
（
民
主
党
） 

市
古
　
映
美 

　
　
　
（
共
産
党
） 

吉
岡
　
俊
祐 

　
　
　
（
公
明
党
） 

猪
股
　
美
恵 

　
　
　
（
無
所
属
） 

粕
谷
　
葉
子 

　
　
　
（
民
主
党
） 

多摩病院 

市役所の駐車場 

一   般  質  問  12　 月   15   日 

     

●
学
校
ト
イ
レ
の
快
適
化 

　
　
　
参
加
型
学
校
ト
イ
レ
の
快
適
化
に
つ
い

て
二
十
一
年
度
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
二
十
年
度
は
有
馬
小
学
校
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
た
が
、
二
十
一

年
度
も
小
・
中
学
校
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。 

●
生
田
緑
地
と
多
摩
区
の
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　
生
田
緑
地
全
体
の
構
想
の
統
括
的
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
民
間
の
プ
ロ
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
二
十
一
年
度
の(

仮
称)

生
田
緑
地
プ
ラ

ン
の
素
案
づ
く
り
の
中
で
、
幅
広
い
分
野
の
専

門
的
知
識
を
持
つ
方
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
の

方
か
ら
も
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
進
め
た
い
。 

     

●
裁
判
員
制
度 

　
　
　
裁
判
員
に
な
る
に
あ
た
り
保
育
や
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
利
用
で
き
る
の
か
。 

　
　
　
市
に
は
一
時
保
育
事
業
を
実
施
す
る
民

間
保
育
所
が
二
十
二
カ
所
あ
り
、
児
童
の
受
け

入
れ
は
可
能
と
考
え
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
利
用
可
能
で
あ
る
。 

●
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
管
理
体
制 

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
事
故
を
受
け
て
の
体
制
は
。 

　
　
　
十
九
年
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
事
故
を

踏
ま
え
、
維
持
管
理
業
務
を
建
設
局
に
一
元
化

し
、
二
十
年
四
月
に
は
新
た
に
機
械
職
を
配
置

し
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
管
理
体
制
を
図
っ
た
。 

     

●
重
度
障
害
者
入
所
施
設
の
拡
充 

　
　
　
将
来
的
に
は
多
摩
・
麻
生
区
に
も
公
有

地
な
ど
を
活
用
す
る
中
で
整
備
し
、
南
・
中
・

北
・
北
北
の
四
カ
所
体
制
を
目
指
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
今
後
は
地
域
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。 

●
災
害
時
の
公
園
の
活
用 

　
　
　
防
災
用
資
器
材
保
管
庫
や
災
害
時
用
の

諸
設
備
の
設
置
を
積
極
的
に
認
め
る
べ
き
で
は
。 

　
　
　
都
市
公
園
法
で
備
蓄
倉
庫
な
ど
は
公
園

施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
保
管
庫
は
八
十

六
カ
所
、
耐
震
性
貯
留
管
は
十
三
カ
所
、
耐
震

性
貯
水
槽
は
百
八
十
九
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。 

     

●
岡
上
小
学
校
の
通
学
路 

　
　
　
危
険
な
場
所
が
多
く
道
路
整
備
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
対
応
は
。 

　
　
　
道
路
を
拡
幅
し
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と

は
早
期
の
対
応
が
困
難
だ
が
、
路
側
帯
の
カ
ラ

ー
化
な
ど
通
行
区
分
の
明
確
化
に
取
り
組
む
。 

●
市
役
所
・
区
役
所
駐
車
場
の
有
料
化 

　
　
　
土
日
も
含
め
二
十
四
時
間
一
般
開
放
す

る
こ
と
は
、
駐
車
場
の
目
的
外
利
用
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
。 

　
　
　
夜
間
、
土
日
の
開
場
は
車
を
利
用
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
方
に
駐
車
場
を
提
供
し
、
路

上
駐
車
対
策
の
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
る
。 

     

●
下
小
田
中
教
職
員
住
宅
跡
地
の
活
用 

　
　
　
今
後
の
活
用
策
は
。 

　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
候
補
地

の
一
つ
と
し
て
、
関
係
局
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
調
整
を
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

●
二
ヶ
領
用
水
完
成
四
百
周
年
記
念
事
業 

　
　
　
平
成
二
十
三
年
に
完
成
四
百
周
年
を
迎

え
る
が
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
市
民
が
主
体
と
な
り
幅
広
い
地
域
の
参

画
の
下
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
よ
う
関
係
局
な
ど
と
連
携
を
図
り
た
い
。 

     

●
出
資
法
人
改
革 

　
　
　
市
の
出
向
職
員
や
Ｏ
Ｂ
中
心
の
体
制
だ

が
、
改
革
に
は
民
間
人
の
登
用
が
必
要
で
は
。 

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
専
門
的
知
識
を
持
つ
方
に

参
画
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
材
活
用

を
図
り
、
法
人
の
自
立
性
を
高
め
た
い
。 

●
魅
力
あ
る
市
立
高
等
学
校
の
特
色
づ
く
り 

　
　
　
総
合
科
学
高
校
科
学
科
で
は
、
独
自
の

シ
ス
テ
ム
で
学
習
し
難
関
校
に
合
格
者
を
出
し

て
い
る
。
他
校
で
も
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
各
市
立
高
は
学
力
や
適
性
に
応
じ
た
教

育
課
程
編
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
生

徒
の
実
態
に
即
し
た
取
り
組
み
を
支
援
し
た
い
。 

     

●
川
崎
駅
周
辺
の
交
通
安
全
対
策 

　
　
　
幸
町
交
差
点
か
ら
京
急
川
崎
駅
に
向
か

う
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
安
全
対
策
は
。 

　
　
　
交
通
管
理
者
と
速
度
抑
制
の
表
示
に
つ

い
て
合
意
し
た
の
で
二
十
年
度
中
に
実
施
す
る
。 

●
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
乗
り
場
の
改
善 

　
　
　
市
内
駅
前
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど
の
屋

根
を
車
道
に
張
り
出
し
て
設
置
す
る
計
画
は
。 

　
　
　
川
崎
駅
東
口
駅
前
の
バ
ス
乗
り
場
に
、

傘
を
差
さ
ず
乗
降
で
き
る
よ
う
車
道
側
に
張
り

出
し
た
屋
根
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
鹿
島

田
駅
西
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
新
川
崎
駅
交
通
広
場

で
も
雨
に
ぬ
れ
ず
乗
降
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。 

     

●
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画 

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重

要
で
あ
り
全
中
学
校
区
へ
の
整
備
が
必
要
で
は
。 

　
　
　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
業
務
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
第
四
期
計
画
で
検
討
し
た
い
。 

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る
教
員
の
配
置 

　
　
　
産
休
、
育
休
の
対
応
と
し
て
代
替
教
員

が
確
保
で
き
て
い
な
い
が
、
ど
う
認
識
す
る
か
。 

　
　
　
代
替
教
員
が
未
配
置
の
状
況
は
一
刻
も

早
く
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
人
材
の

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
代
替
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
速
や
か
に
配
置
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

     

●
教
育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
学
校
へ
の
人
材
登

用
が
重
要
だ
が
地
域
人
材
は
少
な
い
。
対
応
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
十
七
年
度
か
ら
玉
川
大
の
学
生
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
二
十
一
年
度
か
ら
は
帝
京
大
の

学
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

●
被
虐
待
児
へ
の
支
援 

　
　
　
自
立
に
向
け
た
青
年
期
の
支
援
体
制
は
。 

　
　
　
児
童
虐
待
は
被
虐
待
児
の
自
立
に
至
る

ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

幸
区
鹿
島
田
に
設
置
予
定
の
新
中
央
児
童
相
談

所
が
中
核
と
な
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。 

     
●
川
崎
病
院
と
井
田
病
院
の
看
護
師
確
保
策 

　
　
　
二
十
年
度
の
対
策
は
。 

　
　
　
合
同
就
職
説
明
会
な
ど
の
回
数
や
看
護

師
養
成
学
校
へ
の
訪
問
を
増
や
し
た
。
路
線
バ

ス
の
ほ
か
新
た
に
各
鉄
道
に
車
内
ポ
ス
タ
ー
を

掲
出
し
募
集
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。 

●
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
整
備
と
混
雑
緩
和 

　
　
　
都
市
計
画
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は
。 

　
　
　
尻
手
黒
川
線
は
二
十
一
年
度
末
に
世
田

谷
町
田
線
へ
接
続
を
予
定
し
世
田
谷
町
田
線
は

駅
入
口
交
差
点
か
ら
登
戸
方
向
六
百
八
十
メ
ー

ト
ル
の
二
十
一
年
度
完
成
を
目
指
す
。
整
備
に

よ
り
交
通
が
分
散
し
混
雑
緩
和
に
寄
与
す
る
。 

     

●
二
世
帯
住
宅
居
住
高
齢
者
の
訪
問
介
護 

　
　
　
二
世
帯
住
宅
を
理
由
に
生
活
援
助
が
受

け
ら
れ
な
い
と
の
訴
え
が
あ
る
が
見
解
は
。 

　
　
　
訪
問
介
護
に
お
け
る
生
活
援
助
は
同
居

家
族
の
有
無
で
機
械
的
に
判
断
せ
ず
状
況
に
応

じ
適
切
に
介
護
給
付
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

●
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
就
学
前
か
ら
成
人
期
ま
で
幅
広
い
対
象

で
あ
る
が
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
は
。 

　
　
　
発
達
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
研
修
の
実
施
、
学
齢
期
の
支
援
の
充
実
を
図

る
特
別
支
援
連
携
協
議
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
教

育
委
員
会
や
健
康
福
祉
局
と
連
携
し
て
い
る
。 

     

●
あ
ん
し
ん
見
守
り
緊
急
一
時
入
院
等
事
業 

　
　
　
医
療
依
存
度
が
高
い
在
宅
高
齢
者
に
有

効
な
手
段
と
し
て
、
要
綱
を
戻
し
改
善
し
て
は
。 

　
　
　
医
療
と
福
祉
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た

め
二
十
年
度
に
見
直
し
た
が
関
係
機
関
と
協
議

し
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。 

●
更
生
医
療
の
対
象
疾
病
の
拡
大 

　
　
　
他
都
市
で
は
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
を

対
象
と
し
て
い
る
。
市
は
対
象
に
し
な
い
の
か
。 

　
　
　
更
生
医
療
の
適
否
は
国
で
内
科
的
治
療

の
み
の
も
の
は
除
く
と
規
定
し
て
お
り
、
市
で

は
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
は
内
科
的
治
療
に
含

ま
れ
る
も
の
と
し
、
対
象
外
と
し
て
い
る
。 

     

●
多
摩
病
院
の
運
営 

　
　
　
建
設
コ
ス
ト
の
高
さ
が
赤
字
の
要
因
で

は
。
全
国
の
公
立
病
院
、
近
隣
の
公
立
病
院
、

多
摩
病
院
の
平
米
当
た
り
の
平
均
建
設
単
価
は
。 

　
　
　
単
価
は
全
国
の
公
立
病
院
が
三
十
六
万

三
千
円
、
市
近
隣
の
公
立
病
院
が
四
十
六
万
三

千
円
、
多
摩
病
院
が
五
十
一
万
七
千
円
で
あ
る
。 

●
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例 

　
　
　
条
例
に
う
た
う
権
利
の
定
義
は
。 

　
　
　
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
も
っ
て
、
自

分
を
自
分
と
し
て
実
現
し
、
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。 

 

     

●
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
実
態
調
査 

　
　
　
国
が
石
綿
暴
露
作
業
労
災
認
定
等
事
業

場
一
覧
表
を
公
表
し
た
が
、
市
独
自
の
調
査
は
。 

　
　
　
周
辺
住
民
が
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が

高
い
地
域
に
は
国
が
健
康
リ
ス
ク
調
査
を
実
施

し
て
き
た
が
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。 

●
市
立
高
等
学
校
定
時
制
の
募
集
人
員 

　
　
　
一
学
級
当
た
り
の
人
員
に
つ
い
て
三
十

五
人
の
堅
持
を
求
め
る
請
願
が
県
で
採
択
さ
れ
、

県
は
三
十
五
人
に
し
た
が
市
は
変
え
な
い
の
か
。 

　
　
　
基
本
的
に
は
三
十
五
人
学
級
を
考
え
て

い
る
が
、
県
全
体
と
の
調
整
も
あ
り
、
や
む
な

く
四
十
人
学
級
数
と
し
て
い
る
。 

＊ 

◆
耐
震
性
貯
留
管
（
四
面
） 

　
災
害
時
に
必
要
な
備
蓄
水
量
を
確
保
し
、

飲
料
水
の
応
急
給
水
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、

災
害
対
策
用
貯
留
管
と
も
い
い
ま
す
。 

◆
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
四
面
） 

　
道
路
や
鉄
道
の
立
体
交
差
で
、
掘
り
下
げ

式
に
な
っ
て
い
る
下
の
道
路
な
ど
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。 

◆
教
育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
四
面
） 

　
教
員
を
目
指
す
学
生
が
学
校
で
の
児
童
生

徒
と
の
触
れ
合
い
な
ど
を
通
じ
教
職
意
識
の

向
上
と
学
校
の
業
務
を
理
解
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
そ
の
成
果
に
対
し
大
学
が
単
位
を

認
定
す
る
体
験
教
育
で
す
。 

＊ 

＊ 


